
東京電力福島第一原子力発電所の汚染水流出に関する意見書 

 

 東京電力株式会社は、去る２月２２日と同２４日、福島第一原子力発電所

構内の排水路から、高濃度放射性物質を含む汚染水が港湾へ流出していたこ

と、また、２号機原子炉建屋の屋上にたまった高濃度放射性物質を含む雨水

が、同排水路を経由して港湾外へ流出していたことを相次いで公表した。 

 しかも、２４日公表の汚染水流出は、昨年４月に把握していたにもかかわ

らず、公表を怠っていたものであり、我々福島県民は大きな衝撃を受けてい

る。 

 汚染水対策をはじめとする原子力発電所の安全確保及び廃炉は、本県復興

の大前提である。本議会は、あらゆるリスクを想定し安全かつ確実な対応を

求めてきたところであるが、このような事態は福島復興をさらに遅らせるも

のであり誠に遺憾である。 

 よって、政府並びに国会は、東京電力株式会社に対して、かかる事態を二

度と引き起こすことがないよう指導と監督を強化し、福島復興にあたられる

よう強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条に基づき意見書を提出する。 
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